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東北大「科学者の卵」研究発表会に参加して 

２年ＣＳＳＣ女子（米沢一中出身） 

 私は、「科学者の卵」昨年十月から養成講座に参加し、

東北大学から支援を受け、研究に取り組んだ。その研究発

表会が三月に行われ、透明骨格標本を用いたモツゴの形態

変異についてのポスター発表を行った。自分が発表し、ま

た、他の受講生の発表を聞き、自分たちのしている研究を

他人に正確に伝えるというのは、大変難しいと感じた。発

表の聞き手の方の多くは研究内容の予備知識が少なく、多

少説明が足りないと、内容がうまく伝わらなかった。タブ

レット端末で画像を見せたり、実物を見せたりといった工

夫が大切であると分かった。さらに、他の研究チームの高

レベルな研究内容は、私自身の見聞を広めてくれ、新しい

科学の分野への興味・関心につながった。 

 このような素晴らく、有意義な体験をさせていただき、

非常にうれしく思う。 
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第４回 北東アジア環境・エネルギー シンポジウム 

東北大学グローバルサイエンスキャンパス 
飛翔型「科学者の卵養成講座」発表会 
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